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1 9 名 の 議 員 が 白 熱 の 議 論 を 展 開

令 和 元 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 な ど 6 5 件 の 議 案 な ど を
審 議

一 般 質 問

＜参考＞学園の森義務教育学校の児童生徒推移状況

＊上記の〇年ケース　計画人口の達成までの期間。
　　　　　　　　　　5 年、10 年、　15 年、20 年ケースで検討を実施しています。
　（令和元年５月 30 日全員協議会資料「人口増加地域における児童生徒数の推計値について」より）

校舎増設を行っている学園の森義務教育学校

議 案 審 議

意 見 書

　9 月定例会　

12 月 ３日 (火)　開会・議案上程 

10 日 (火)　一般質問

20 日 (金)　討論・採決・閉会

11 日 (水)　一般質問
12 日 (木)　一般質問・議案等総括質疑
16 日 (月)    総務委員会・文教福祉委員会
17 日 (火)　市民経済委員会・都市建設委員会

請 願

意 見 交 換 会 も 行 い ま す 。
皆 様 の ご 参 加 を お 待 ち し て お り ま す 。

県立高校の進学先確保を求める意見書を県に提出！

つ く ば 市 の 児 童 生 徒 数 急 増 に 対 す る 県 立 高 校 の 進 学 先
確 保 を 求 め る 意 見 書 外 ２ 件

教 職 員 定 数 改 善 と 義 務 教 育 費 国 庫 負 担 制 度 堅 持 の た め
の 政 府 予 算 に 係 る 意 見 書 採 択 を 求 め る 請 願 外 １ 件

議会報告会開催
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５．学園の森義務教育学校 

（１）これまでの人口の推移

●人口増加率は 2015 年から人口が急増し、毎年 10％以上の増加率で推移

（２）児童・生徒推計

・開発人口（区画整理）を加味して推計

⇒現在の人口動向や計画戸数に対する残り戸数から、一定の転入を見込みつつも徐々に漸減しながら、4ケースの人口定着を想定

（例）5年ケースは、計画戸数を達成するまでに 5 年の期間を要すると想定した場合である。 

 

 

前期課程（1 年生から 6年生） 
・ 5年ケース：2026 年までは増加し（約 2,380 人）、以降は減少傾向に転換
・10年ケース：2026 年までは増加し（約 2,310 人）、以降は減少傾向に転換
・15年ケース：2025 年までは増加し（約 2,250 人）、以降は減少傾向に転換
・20年ケース：2025 年までは増加し（約 2,160 人）、以降は減少傾向に転換

後期課程（7年生から 9年生） 
・ 5年ケース：2031 年までは増加し（約 1,160 人）、以降は減少傾向に転換
・10年ケース：2031 年までは増加し（約 1,120 人）、以降は減少傾向に転換
・15年ケース：2029 年までは増加し（約 1,100 人）、以降は減少傾向に転換
・20年ケース：2029 年までは増加し（約 1,070 人）、以降は減少傾向に転換
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合計 
・ 5年ケース：2027 年までは増加し（約 3,430 人）、以降は減少傾向に転換
・10年ケース：2028 年までは増加し（約 3,330 人）、以降は減少傾向に転換
・15年ケース：2027 年までは増加し（約 3,220 人）、以降は減少傾向に転換
・20年ケース：2027 年までは増加し（約 3,080 人）、以降は減少傾向に転換

クラス数を考慮した
時の対応可能人数※ 

※クラス構成等によって対応
可能人数は変わりますので、あ
くまで目安です。

つくば市の児童生徒数急増に対する
県立高校の進学先確保を求める意見書

（要旨）
　これからの県立高等学校が果たすべき役割として掲げ
られている「『地域の中の学校』として地域の人財を地
域で育成する」ためにも、つくば市の県内公立高校への
進学先確保のため、以下のことを強く要望いたします。

  １   つくば市の最新の児童生徒数の推計値及び 
          進学状況を調査検討すること。

  ２   つくば市から通学可能な県立高校の適正配  
          置 （通学手段を含む。）について検討するこ
          と。

  ３   2021 年度改編される土浦一高の募集規模 
          を見直し、８学級規模を当面維持すること。

　ＴＸ沿線開発などによる人口の急増に伴い、児童生徒数が増加してい
ます。このような状況を受け、市では児童生徒推計の見直しを行いまし
た。今後は学校の整備などを進めていきます。
　一方、2019 年 2 月に県教育委員会から「県立高等学校改革プラン」 が
発表されました。これを受け、市議会では、急増している生徒の高校の
進学先を確保するため、９月定例会において、意見書案を全会一致で可
決し、10 月に茨城県知事、茨城県教育委員会に提出しました。

午後１時３０分から４時まで
つくば市役所コミュニティ棟

１階　会議室１～３

 （日）11/10 
2019 年

・一般質問
・行政視察
・委員会審査
・決算審査
・議案審議・議決結果
・議決結果・議決賛否
・特集

P 2
P 7
P 8
P 9
P10
P11
P12

・ ５ 年ケース：2027 年までは増加し（約 3,430 人）、以降は減少傾向に転換
・10 年ケース：2028 年までは増加し（約 3,330 人）、以降は減少傾向に転換
・15 年ケース：2027 年までは増加し（約 3,220 人）、以降は減少傾向に転換
・20 年ケース：2027 年までは増加し（約 3,080 人）、以降は減少傾向に転換
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第 158 号　令和元年（2019 年）11 月 1日 一般質問

　
　
　
　
７
月
３
日
、
岐
阜
市
立
中

学
の
３
年
の
男
子
中
学
生
が
「
自
分

が
死
ね
ば
、
い
じ
め
た
側
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
。」
と
の
遺
書
を
残
し

自
殺
し
、
さ
ら
に
、
９
月
８
日
、
川

口
市
の
男
子
高
校
生
が
「
教
育
委
員

会
の
大
ウ
ソ
つ
き
。
な
ん
の
た
め
に

生
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ

た
。」
と
の
遺
書
を
残
し
自
殺
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
は

つ
く
ば
市
に
お
い
て
も
断
じ
て
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
明
る
い
未
来
を

つ
く
る
た
め
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
い

じ
め
対
策
を
講
ず
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
市
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
に
校
内
の
い
じ
め
対
策
委
員
会
が

あ
り
、
誰
が
得
た
情
報
で
あ
っ
て
も

そ
こ
で
の
共
有
が
ル
ー
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
じ
め
を
解
消
す
る
、
無

く
す
た
め
に
一
番
必
要
な
こ
と
は
、

何
よ
り
も
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が

大
原
則
だ
と
考
え
ま
す
。
様
子
見
に

よ
り
、
最
悪
の
場
合
に
は
自
死
に
追

い
込
む
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
認

識
し
つ
つ
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
で
は
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
し
っ
か
り
と
築
く
社
会
力
を

育
て
る
こ
と
で
、
い
じ
め
を
「
防
止

す
る
」「
根
絶
す
る
」
こ
と
も
考
え

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
、
市
が
改
定
を
し
て
い
る
未
来

構
想
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
あ
り
ま
す
が
、

我
々
が
目
指
す
社
会
の
姿
を
示
し
、

そ
の
実
現
に
向
か
い
進
む
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
達
も
一
緒
に
そ
の
実
現

に
向
け
動
い
て
い
く
こ
と
で
、
い
じ

め
を
根
絶
さ
せ
る
こ
と
が
、
大
人
の

大
き
な
責
任
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
い
じ
め
問
題
に
は
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
仮
称
）
つ
く
ば
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
南
側
の
公
益
施
設
用
地
を
高

山
中
学
校
脇
の
公
益
用
地
へ
統
合
し

た
ら
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ

に
対
す
る
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
昨
年
度
、
県
か
ら
地
区
南

側
の
公
益
施
設
用
地
を
地
区
中
央
部

の
公
益
施
設
用
地
へ
統
合
す
る
計
画

の
提
示
が
あ
り
、
庁
内
関
係
部
署
と

の
協
議
の
結
果
、
一
体
化
が
望
ま
し

い
旨
を
県
へ
回
答
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
開
発
に
伴
う
児
童
・
生
徒

数
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
が
、
小
学

校
用
地
は
確
保
し
て
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
　
高
山
中
学
校
北
側
の
隣
接

地
に
約
１
・
５
ha
の
小
学
校
用
地
が

配
置
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
小
学
校
用
地
約
１
・
５
ha

で
は
狭
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
市
内
の
既
存
の
小
学
校
に

は
、
敷
地
面
積
が
１
・
５
ha
前
後
の

学
校
は
複
数
あ
る
の
で
、
特
段
狭
く

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、

万
博
記
念
公
園
駅
北
側
自
転
車
駐
車
場
、

万
博
記
念
公
園
駅
前
駐
在
所
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
Ａ
事
業
者
の
提
案
内
容
を

基
本
に
売
却
で
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
土
地
は
市
の
発
展
を
左
右
す
る

案
件
で
す
。
66
億
円
で
購
入
し
、
参

考
価
格
は
67
億
８
千
万
円
、
Ａ
事
業

者
の
評
価
は
40
億
円
で
す
。
売
却
す

れ
ば
赤
字
が
27
億
８
千
万
円
と
な
り

ま
す
が
、
売
却
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

こ
の
用
地
は
、
総
合
運
動

公
園
計
画
が
住
民
投
票
の
結
果
、
市
民

の
反
対
で
白
紙
撤
回
さ
れ
、
不
要
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
方
向
性
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

　
　
　
　
宝
篋
山
登
山
客
数
の
現
状

と
周
辺
整
備
お
よ
び
駐
車
場
の
確
保

と
登
山
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

登
山
客
数
は
、
昨
年
度
、

年
間
で
約
10
万
人
で
、
今
後
も
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
登
山

客
の
増
加
に
伴
い
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
や
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は

市
営
駐
車
場
が
満
車
と
な
り
、
路
上

駐
車
の
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
道
路
に
つ
い
て
も
、
道

幅
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
地
元
車
両
が

通
行
す
る
際
、
登
山
者
の
安
全
が
確

保
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
踏
ま

え
、
今
年
度
中
に
は
路
上
駐
車
禁
止

区
域
の
設
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
新
た
な

駐
車
場
用
地
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
周
辺
道
路
も
関
係
各
課
と
協

議
し
、
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
に
近
隣
を
調
査
し
て
お
り
、
駐

車
場
と
し
て
使
え
そ
う
な
用
地
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
購
入
と
い

う
形
で
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

面
積
は
３
千
５
百
㎡
程
度
で
す
。
そ

こ
を
有
効
に
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
認
定
農
業
者
や
新
規
就

農
者
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、
商

店
街
空
き
店
舗
活
用
補
助
金
の
活
用
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

塩し
お
た田　
尚ひ
さ
し　
議
員

木き
む
ら村　
修し
ゅ
う
じ寿　
議
員

つ
く
ば
政
清
会

　
宝ほ

う
き
ょ
う
さ
ん

篋
山
登
山
と
周
辺
整
備
に
つ
い
て

　
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

　
上
河
原
崎
・
中
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の

　
公
益
施
設
用
地
に
つ
い
て

　
高
エ
ネ
研
南
側
未
利
用
地
の
売
却
に
つ
い
て

山
中
八
策
の
会

す
が
、
決
定
さ
れ
な
い
ま
ま
で
し
た
の

で
、
市
と
し
て
の
方
針
を
示
し
て
き
ま

し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
今
回
は
事
業

計
画
案
を
検
討
し
て
お
り
、
事
業
者
か

ら
提
案
が
あ
っ
た
も
の
に
対
し
売
っ

て
い
く
わ
け
で
す
。
少
し
で
も
高
く
売

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
す
が
、
い
た

ず
ら
に
延
ば
し
、
さ
ら
に
赤
字
が
積

み
重
な
っ
て
い
く
状
況
、
税
収
が
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
の
で
、
少
し
で
も
早
く

方
向
転
換
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い

と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
９
月
６
、
７
日
の
説
明
会

で
は
、
多
く
の
方
か
ら
公
的
利
活
用

や
売
却
反
対
、
北
部
振
興
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
市
長
は
な
ぜ
会
議
に
来

な
い
の
か
な
ど
の
質
問
が
集
中
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
総
合
運
動
公
園
の
住
民
投

票
時
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な

印
象
を
受
け
ま
し
た
が
、
用
地
返
還

の
交
渉
を
し
、
こ
の
問
題
の
解
決
の

道
筋
を
つ
け
、
今
後
の
ル
ー
ル
を
つ

く
る
と
い
う
面
で
は
、
責
任
を
全
う

し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
沢
官
衛
遺
跡
の
改
修

工
事
、
つ
く
ば
物
語
の
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
理
由
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り

組
み
、
つ
く
ば
市
の
経
済
成
長
戦
略
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

つ
く
ば
市
政
ク
ラ
ブ

大お
お
く
ぼ

久
保　
勝か
つ
ひ
ろ弘　

議
員

上河原崎・中西地区の小学校用地の位置

筑波山（左）と宝篋山（右）

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

小こ

く

ぼ
久
保　
貴た
か
し史　

議
員
自
民
つ
く
ば
ク
ラ
ブ
・
新
し
い
風

　　※端数調整のため合計が一致しない場合がある。

小学校 １4,949㎡
幼稚園 3,130㎡
保育所 3,203㎡

公民館等 7,326㎡

集会所(８) 1,690㎡

公益施設用地位置図（上河原崎・中西地区） ※県有地

小学校
C56①,⑦,⑧:14,949C47①～③

児童館（2,665㎡）
幼稚園（3,130㎡）
公民館（3,130㎡）
駐車場（1,530㎡）

：10,455㎡

保育所
E21①～③：3,203㎡

集会所 E35① 220㎡

集会所 E19① 150㎡

集会所 F21① 220

集会所 C29① 220㎡

集会所 C17① 220㎡

集会所 A5① 220㎡

集会所 B17① 220㎡

集会所 D16① 220㎡

H26.4.1現在

高山中学校

  小学校
  C26 ① , ⑦ , ⑧
  14.949 ㎡

  県有地　89132.8 ㎡
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す
。
財
源
は
、
現
時
点
で
こ
れ
に
当

て
る
特
定
財
源
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

実
現
可
能
性
に
つ
い
て
、

広
く
多
様
な
議
論
の
実
施
を
要
望
し

ま
す
。

　

あんしん

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられる
よう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

禁無断転載©東京法規出版
KG012171ーT15

介護保険
くらしをささえる制度があります！

令和元年度版
　地域包括支援センターは、みなさんが住みなれたまちで安心して暮らしていくために、必要な援助・
支援を行う地域の総合相談窓口です。保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャー等が、みなさんの生
活を支える役割を担っています。

みなさんの生活を支える相談窓口です

地域包括支援センターを利用しましょう

地域包括支援センターへの連絡は…

なんでもご相談ください 自立した生活ができるよう支援します

　要支援1・2と認定された人や、支援や介護が必要とな
るおそれの高い人が自立して生活できるよう、介護予防の
支援をします。

介護予防ケアマネジメント

みなさんの権利を守ります

　みなさんが安心して暮らせるように、み
なさんの持つさまざまな権利を守ります。
虐待を早期に発見したり、成年後見制度の
紹介や、消費者被害などに対応します。

権利擁護

　介護に関する相談や悩み以外にも、福祉や医療、その
他なんでもご相談ください。

総合相談

地域のネットワークをつくり、
みなさんを支えます

　暮らしやすい地域にするため、さまざまな機関とのネッ
トワークをつくり調整します。また、ケアマネジャーの支
援も行います。

包括的・継続的ケアマネジメント

つくば市

つくば市　介護保険課　つくば市役所1階

●介護保険についてのお問い合わせは…

【連絡先】　〒305-8555　つくば市研究学園一丁目1番地1
　　　　　☎029-883-1111（代表）　FAX 029-868-7646
　　　　　URL：https://www.city.tsukuba.lg.jp/

つくば市
地域包括支援センター 883-1111 研究学園一丁目1番地1

（つくば市役所1階） 桜地区・谷田部東地区

筑波地域包括支援センター 828-5806 北条1184番地1 筑波地区

茎崎地域包括支援センター 886-9500 下岩崎2068番地 茎崎地区

大穂豊里
地域包括支援センター 869-9527 要1187番地299 大穂地区・豊里地区

谷田部西
地域包括支援センター 893-3170 上横場2290番地9 谷田部西地区

名　　称 電話番号（029） 住　　所 担当区域

　
こ
の
ほ
か
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
で

の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
検
出
の
経
緯
と
因
果

関
係
、
入
札
に
つ
い
て
昨
年
の
11
月
か

ら
の
ラ
ン
ダ
ム
方
式
の
実
績
と
推
移
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

施
す
る
事
業
者
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
公
募
が
実
現
し
、
公
募
事

業
者
が
40
億
円
で
決
定
し
、
借
入
金

額
67
億
円
の
う
ち
40
億
円
を
返
済
し

た
場
合
、
残
り
27
億
円
の
資
金
調
達

に
つ
い
て
財
政
的
に
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

差
額
が
生
じ
た
場
合
は
、

一
般
会
計
予
算
に
計
上
し
、
つ
く
ば

市
土
地
開
発
公
社
に
支
払
い
を
行
う

流
れ
に
な
り
ま
す
。
支
払
い
の
時
期
、

金
額
が
決
ま
り
次
第
、
歳
入
歳
出
予

算
を
調
製
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

　
　
　
　

全
員
協
議
会
で
説
明
が

あ
っ
た
高
エ
ネ
研
南
側
未
利
用
地
の

利
活
用
事
業
者
の
公
募
に
関
し
て
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
価
格
に
よ
る
入
札
方
式
や

価
格
と
事
業
内
容
な
ど
を
審
査
す
る

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
な
ど
、
今
後
、

検
討
を
進
め
ま
す
。
な
お
、
公
募
に

際
し
て
は
、
事
業
の
実
施
に
関
す
る

規
定
、
区
域
の
整
備
や
保
全
に
関
す

る
規
定
、
転
売
な
ど
に
関
す
る
規
定

な
ど
詳
細
な
条
件
を
設
定
し
、
実
際

に
土
地
全
体
を
取
得
し
、
事
業
を
実

法
の
制
度
を
広
く
周
知
し
、
公
費
に

よ
る
負
担
軽
減
を
引
き
続
き
行
う
こ

と
で
、
高
齢
者
全
員
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
安
定
し
た
制
度
の
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
申
請
減
免
０
人
か
ら
一
人

で
も
多
く
の
方
が
救
わ
れ
る
よ
う
に

申
請
減
免
を
広
げ
る
こ
と
を
強
く
求

め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
幼
保
無
償
化
に
伴
う

給
食
費
の
減
免
、
介
護
職
不
足
の
解
消
、

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
に
歩
道
や

縁
石
の
草
刈
の
回
数
を
増
や
す
こ
と
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ら
に
今
年
度
か
ら
、
地
区
相
談
課
長

に
次
長
級
職
員
を
配
し
、
庁
舎
配
置

の
地
区
担
当
監
も
２
名
に
増
員
し
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
庁
内
連
携
が
で
き

る
よ
う
組
織
的
に
も
強
化
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
関
連
が
あ
る
部
署
間

で
は
、
日
常
的
に
各
地
域
の
課
題
な

ど
の
情
報
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
重
複
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
や
め
、
非
効
率
的
な
行
政

運
営
か
ら
脱
却
し
、
生
活
と
い
っ
た

ト
ー
タ
ル
な
課
題
解
決
に
悩
む
住
民

ニ
ー
ズ
に
素
早
く
応
え
る
た
め
に
、

さ
ら
に
庁
内
で
の
共
有
と
連
携
を
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
、
高
エ
ネ
研
南
側
未

利
用
地
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
市
で
は
、「
介
護
保
険
料
・

利
用
料
が
制
度
と
し
て
低
所
得
者
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
」
と
の
説
明
で
す

が
、
納
付
書
で
支
払
っ
て
い
る
方
の

徴
収
率
は
90
％
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
、
第
１
段
階
の
市
民
税
非
課
税

で
本
人
の
年
金
と
合
計
所
得
が
80
万

円
以
下
、
第
４
段
階
の
世
帯
に
市
民

税
課
税
者
が
い
て
本
人
の
年
金
と
合

計
所
得
が
80
万
円
以
下
、
第
６
段
階

で
前
年
の
合
計
所
得
が
１
２
０
万
円

未
満
の
３
段
階
で
滞
納
者
の
占
め
る

割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の

裁
量
で
申
請
減
免
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

既
に
市
独
自
に
、
国
の
基
準
よ
り
引

き
下
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
は
、

高
齢
者
の
保
険
料
で
負
担
す
る
も
の

で
、
市
独
自
の
引
き
下
げ
を
拡
大
す

る
た
め
に
、
65
歳
以
上
の
被
保
険
者

の
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
適

当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
利
用
料
に
つ
い
て
も
、
既
に
さ
ま

ざ
ま
な
低
所
得
者
へ
の
配
慮
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
介
護
保
険

　
　
　
　
児
童
生
徒
の
急
増
に
よ
る

県
立
高
校
不
足
へ
の
対
応
は
急
務
で

す
。
市
か
ら
県
へ
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
内
の
県
立
高
校
の
設
置

要
望
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
地
域

を
中
心
に
多
く
の
子
育
て
世
代
が
転

入
し
て
お
り
、
自
宅
に
近
い
高
校
へ

の
進
学
希
望
が
あ
る
こ
と
や
、
市
内

県
立
高
校
の
定
員
数
が
進
学
希
望
者

に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、
市
か

ら
県
に
提
出
し
た
「
茨
城
県
の
予
算

編
成
等
に
対
す
る
要
望
」
で
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
重
点
要
望
の
一
つ
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
２
月
に

県
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
「
茨
城

県
立
高
等
学
校
改
革
プ
ラ
ン
基
本
プ

ラ
ン
」
で
は
、
新
た
な
県
立
高
校
の

整
備
計
画
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

人
口
デ
ー
タ
で
は
Ｔ
Ｘ

沿
線
の
谷
田
部
地
区
の
現
９
年
生

と
、
最
も
数
が
多
い
３
歳
児
を
比
較

す
る
と
約
５
百
人
増
加
し
ま
す
。
今

後
、
住
宅
開
発
が
進
め
ば
、
さ
ら
に

児
童
・
生
徒
数
は
増
加
し
ま
す
。
高

校
設
置
ま
で
の
間
、
当
面
市
内
の
生

徒
が
通
学
す
る
高
校
の
ク
ラ
ス
数
や

進
学
ク
ラ
ス
を
増
や
す
こ
と
な
ど
も

要
望
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
要
望
の
内
容
に
そ
う
い
っ

た
こ
と
が
可
能
か
も
含
め
、
今
後
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
県
は
全
体

と
し
て
人
口
減
少
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
市
は
県
内
の
他
の
自
治

体
と
全
く
違
う
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
粘
り
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
民
間
路
線
バ
ス
の
高
齢

者
割
引
と
高
齢
者
の
移
動
手
段
、
産
後

ケ
ア
事
業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職

員
の
処
遇
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
質
問

し
た
「
現
場
か
ら
上
が
っ
た
地
域
課

題
や
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
庁
内
で

共
有
し
、
解
決
の
た
め
に
他
の
施
策

に
結
び
付
け
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、

そ
の
際
に
市
長
か
ら
「
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
地
区
相
談
課
・
地
区
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
地
区
の
区
会
連

合
会
総
会
、
地
区
別
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
同
席
し
、
各
地
域

の
要
望
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
９
月
か
ら
、
周
辺
市

街
地
振
興
室
が
市
内
８
地
区
で
の
周

辺
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
へ
毎

回
同
席
す
る
と
と
も
に
、
地
区
の
民

生
委
員
協
議
会
や
区
会
の
支
部
単
位

の
集
ま
り
な
ど
に
も
出
席
し
、
地
域

課
題
な
ど
の
共
有
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
域
の
特
徴
な
ど
の
リ

サ
ー
チ
を
基
に
、
地
域
振
興
を
念
頭

に
若
手
職
員
に
よ
る
政
策
提
言
を
行

い
、
庁
内
や
関
係
部
署
に
周
知
す
る

な
ど
の
動
き
も
始
め
て
い
ま
す
。
さ

　
高
エ
ネ
研
南
側
未
利
用
地
の
実
現
可
能
性
に

　
つ
い
て

　
住
民
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
応
え
る
た
め
に

　
庁
内
の
連
携
を

　
Ｔ
Ｘ
沿
線
に
県
立
高
校
誘
致
を
！

　
介
護
保
険
料
、
申
請
減
免
の
拡
大
を
‼

五ご
と
う頭　
泰や

す
ま
さ誠　
議
員

公
明
党

山や
ま
な
か中　
真ま
ゆ
み弓　
議
員

小お

の野　
泰や
す
ひ
ろ宏　
議
員

日
本
共
産
党

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

要
望

要
望

要
望

橋は
し
も
と本　
佳け
い
こ子　
議
員

日
本
共
産
党

3

高エネ研南側未利用地 位置図

つくば市都市計画部
公有地利活用推進課

高エネ研南側未利用地
約45.6ha

大穂交流センター

市介護保険
リーフレット

自
民
つ
く
ば
ク
ラ
ブ
・
新
し
い
風

高エネ研南側未利用地位置図
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促
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
の
減
量
な
ど
の
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
給
水
機
設

置
な
ど
も
調
査
・
研
究
を
し
て
い
き

ま
す
。
収
集
回
数
は
、
今
年
度
を
試

験
期
間
と
し
、
今
後
は
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
実
際
の
収
集
量
な
ど
を
総

合
的
に
考
慮
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
代
替
え
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
関

連
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
研
究
へ
の

調
査
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
災

害
時
の
浄
水
確
保
、

高
エ
ネ
研
南
側
未

利
用
地
、
フ
ル
非

正
規
職
員
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
要
望
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
た
「
つ
く
ば
市
上
郷
地
域
の
念
願

の
上
水
道
整
備
」
に
向
け
て
本
管
設

置
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

①
具
体
的
な
進
捗
状
況
、
②
本
管
工

事
後
、
各
戸
に
対
す
る
面
整
備
の
具

体
的
な
取
り
組
み
、
③
上
水
道
整
備

完
了
ま
で
の
各
簡
易
水
道
組
合
に
対

す
る
維
持
管
理
費
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
　

　
　
　
　
①
配
水
幹
線
整
備
に
つ
い

て
は
、
上
水
道
未
整
備
地
域
の
解
消

と
、
市
北
部
地
域
低
水
圧
対
策
事
業

　
　
　
　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
憲
章

な
ど
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
削

減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
も
官
庁
食
堂
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
使
い
捨
て
コ
ッ
プ
の
使
用
禁
止
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
処
理
費
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
費
は
約
40
億
円
、
今
年
度
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
収
集
費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ

約
５
千
万
円
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
運
営
費
の
予
算
は
約
３
億
２

　
　
　
　「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

の
施
行
に
よ
り
、
長
時
間
労
働
の
是

正
や
従
業
員
の
労
働
状
況
の
適
切
な

把
握
な
ど
、
健
康
増
進
へ
の
取
り
組

み
を
経
営
上
の
コ
ス
ト
で
は
な
く
、

戦
略
的
な
投
資
と
位
置
づ
け
、
生
産

性
の
向
上
や
医
療
費
負
担
の
削
減
、

さ
ら
に
は
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
目
指
す
健
康
経
営
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
に
お
け
る
①
職

員
、
②
教
員
、
③
企
業
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
衛
生
委
員
会
を
設
置
し
、

を
盛
り
込
ん
だ
配
水
幹
線
整
備
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
今
年
度
よ
り
事
業

に
着
手
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
順

調
に
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
②
配
水
幹
線
整
備
完
了
後
、
使
用

可
能
と
な
っ
た
路
線
に
隣
接
す
る
地

区
の
う
ち
、
給
水
要
望
が
提
出
さ
れ

て
い
る
地
区
に
つ
い
て
説
明
会
を
実

施
の
上
、
水
道
加
入
の
意
思
を
確
認

し
、
順
次
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
③
簡
易
水
道
組
合
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
消
毒
液
の
購
入
や
水
質
検

査
費
用
な
ど
に
対
し
て
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
施
設
の
老
朽
化

対
策
と
し
て
、
給
水
管
や
圧
力
タ
ン

ク
な
ど
の
修
繕
費
用
に
対
す
る
補
助

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
上
郷
高
等
学
校
跡
地
の
陸

上
競
技
場
整
備
（
案
）
に
対
し
て
、

上
水
道
整
備
が
間
に
合
う
よ
う
要
望

し
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
水
道
組
合
に

対
し
て
、
上
水
道
整
備
完
了
ま
で
、

市
か
ら
の
維
持
管
理
費
の
助
成
を
要

望
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
公
園
・
通
学
路
ほ
か
道

路
の
除
草
管
理
並
び
に
樹
木
管
理
な
ど
、

新
天
皇
ご
即
位
奉
祝
事
業
な
ど
の
考

え
・
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　「
上
水
道
配
管
工
事
」
に
つ
い
て

　
今
こ
そ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
を

　
働
き
方
改
革
と
健
康
経
営
に
つ
い
て

千
万
円
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
処
理
費
は
約
40
万
円
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
売
払
い
は
約
５
百

万
円
の
歳
入
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
　
　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
自
販
機
を

公
共
施
設
か
ら
な
く
す
・
マ
イ
ボ
ト

ル
給
水
器
設
置
、
勉
強
会
の
開
催
、

代
替
え
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
研
究
支
援
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
週
１
回
の
収
集

な
ど
を
実
践
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
一
部
の
審
議
会
で
飲
料
提

供
を
廃
止
し
、
マ
イ
ボ
ト
ル
持
参
を

職
員
の
健
康
増
進
や
職
場
環
境
の
改

善
な
ど
に
関
し
、
産
業
医
を
含
む
委

員
で
調
査
・
審
議
し
、
そ
の
結
果
を

職
員
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
職
場
環
境
改
善
や
職
員
の
健
康

教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
②
教
育
局
職
員
と
学
校
代
表
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
立
し
、

労
働
時
間
の
改
善
な
ど
の
検
討
を
進

め
、
10
月
末
を
目
途
に
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
務
時

間
管
理
、
留
守
番
電
話
の
導
入
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
校
長
会
で
も
、
市

全
体
で
実
施
す
る
行
事
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
の
時

間
外
労
働
が
基
準
を
超
え
て
い
る
場

合
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
で
高
ス
ト

レ
ス
と
判
断
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
産

業
医
と
の
面
接
を
勧
奨
す
る
と
と
も

に
、
希
望
者
が
面
接
指
導
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
③
企
業
訪
問
時
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み

の
現
状
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
時
に
茨
城

労
働
局
と
連
携
し
、
働
き
方
改
革
相

談
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
区
防
災
計
画
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

滝た
き
ぐ
ち口

　
隆り
ゅ
う
い
ち一　
議
員

日
本
共
産
党

木き
む
ら村

　
清き
よ
た
か隆

　
議
員

つ
く
ば
政
清
会

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

浜は
ま
な
か中

　
勝か
つ
み美

　
議
員

公
明
党

の
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
見
直
し
を
行

い
、
５
０
０
円
券
を
一
人
当
た
り
年

間
18
枚
交
付
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

の
申
請
者
数
は
１
７
７
６
人
、
交
付

者
数
は
１
７
４
１
人
で
、
主
に
通
院

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
利
用
状
況
な

ど
を
把
握
し
な
が
ら
、
よ
り
利
便
性

の
高
い
事
業
内
容
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
今
後
も
調
査
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し

ま
す
。
　

　
こ
の
ほ
か
、
筑
波
地
区
の
実
証
実
験

で
４
コ
ー
ス
運
行
さ
れ
て
い
る
支
線
型

バ
ス
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
福
祉
助
成
事
業
に
つ
い
て

塚つ
か
も
と本

　
洋よ
う
じ二

　
議
員

つ
く
ば
市
政
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
運
賃
助

成
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
利
用

で
き
る
対
象
者
の
条
件
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
助
成
事
業
の
対

象
者
の
条
件
を
広
く
し
、
利
用
可
能

な
高
齢
者
数
を
多
く
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
現
在
の
申

請
・
利
用
状
況
と
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
運
賃
助

成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
70
歳
以
上

答
弁

質
疑

要
望

要
望

つくば市高齢者タクシー運賃助成券
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エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
現
在
設
計
委
託
を
行
っ
て
い
る
谷

田
部
、
二
の
宮
、
松
代
児
童
館
の
３

館
で
エ
ア
コ
ン
の
設
置
工
事
を
進
め
、

冷
暖
房
効
果
を
検
証
し
つ
つ
、
他
の

児
童
館
に
も
順
次
設
置
し
て
い
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
来
館
者
数
と
建

築
年
、
利
用
状
況
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
年
に
２
、
３
館
ず
つ
設
置

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
ほ
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
発
達
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
の
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
に
つ
い
て
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
し
ま
し
た
。

質　
疑　
Ｔ
Ｘ
沿
線
地
域
に
は
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
が
無
く
、
未
だ
計
画

も
無
い
た
め
、
新
設
校
に
地
域
住
民

の
居
場
所
と
し
て
の
機
能
を
用
意
で

き
る
と
良
い
と
考
え
ま
す
。
地
域
連

携
室
の
設
置
、
図
書
室
や
音
楽
室
な

ど
の
学
校
開
放
、
温
水
プ
ー
ル
に
し

て
授
業
以
外
の
時
間
帯
を
市
民
が
利

用
で
き
る
例
も
あ
り
ま
す
が
、
市
で

は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
　
　
　
新
設
校
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
に
そ
う
い
っ
た
設
計
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え

　
　
　
　
昨
年
は
、
西
日
本
を
中
心

に
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
太
平
洋
高
気
圧
の
影
響
で

晴
れ
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。

７
月
23
日
に
埼
玉
県
熊
谷
市
で
日
本

歴
代
最
高
気
温
の
41
・
１
度
を
記
録

す
る
な
ど
、
全
国
的
に
記
録
的
な
高

温
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
夏

休
み
中
の
児
童
へ
の
対
策
と
し
て
、

児
童
館
の
役
割
は
大
き
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
児
童
館
に
お
け
る
暑
さ
寒

さ
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
児
童
館
は
、
プ
レ
イ
ル
ー

ム
を
除
く
ほ
ぼ
全
て
の
部
屋
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
、
適
正
温
度
を
保
つ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
機
能
が
低
下

し
た
空
調
機
は
、
随
時
新
し
い
も
の

と
交
換
し
て
お
り
、
今
年
度
は
九
重
、

栄
、
吾
妻
東
児
童
館
の
空
調
機
の
入

れ
替
え
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

児
童
に
は
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
空

調
の
効
い
た
涼
し
い
部
屋
で
過
ご
す

こ
と
を
促
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
つ
い
て

も
、
エ
ア
コ
ン
既
設
の
大
曽
根
児
童

館
と
東
児
童
館
を
除
く
16
児
童
館
に

　
児
童
館
の
暑
さ
寒
さ
対
策
に
つ
い
て

　
新
設
校
は
地
域
開
放
＆
災
害
に
強
い
設
計
を

金か
ね
こ子　
和か
ず
お雄　
議
員

　
　
　
　
７
月
か
ら
本
庁
舎
が
敷
地

内
全
面
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

判
断
に
至
っ
た
議
論
の
経
過
、
理
由

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
庁
舎
敷
地
内
全
面
禁
煙
に

つ
い
て
は
、
７
月
１
日
施
行
の
健
康

増
進
法
の
改
正
に
向
け
、
公
共
施
設

の
喫
煙
状
況
調
査
や
職
員
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結

果
や
衛
生
委
員
会
、
関
係
部
署
の
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
市
長
、
両

副
市
長
と
協
議
を
重
ね
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

方
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
現
在

検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
台
風
や
大
雨
な
ど
の
災
害

時
に
は
学
校
は
避
難
所
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。
今
後
の
新
設
校
は
災
害
時

に
も
役
に
立
つ
規
模
の
発
電
装
置
、

省
エ
ネ
設
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

市
で
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
　
　
　
災
害
に
備
え
る
と
い
う
視

点
は
、
非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
エ
コ
ス
ク
ー
ル
も
含
め
、

費
用
対
効
果
お
よ
び
維
持
費
な
ど
総

合
的
に
考
え
な
が
ら
、
そ
し
て
子
ど

も
の
教
育
と
い
う
こ
と
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

小こ
も
り
や

森
谷　
佐さ

や

か
弥
香　
議
員
つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

   　
　
　
　
新
社
会
党

黒く
ろ
だ田　
健け
ん
す
け祐　
議
員

　
本
庁
舎
敷
地
内
全
面
禁
煙
に
つ
い
て 自

民
つ
く
ば
ク
ラ
ブ
・
新
し
い
風

て
施
設
の
利
用
者
が
通
常
立
ち
入
ら

な
い
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

場
所
に
喫
煙
場
所
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
候

補
場
所
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
適
切

な
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
県

が
先
行
し
て
、
全
面
禁
煙
を
決
定
し

た
こ
と
も
参
考
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
改
正
健
康
増
進
法
に
お
い

て
も
喫
煙
所
の
設
置
は
可
能
な
の
で
、

設
置
を
要
望
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
筑
波
山
太
陽
光
お
よ
び

関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
方
針
決
定
の
主
な
理
由
は
、
改
正

法
は
原
則
と
し
て
敷
地
内
全
面
禁
煙

で
あ
る
こ
と
、
副
流
煙
だ
け
で
は
な

く
サ
ー
ド
ハ
ン
ド
ス
モ
ー
ク
と
呼
ば

れ
る
残
留
受
動
喫
煙
の
有
害
性
を
考

慮
し
た
こ
と
、
ま
た
職
員
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、
回
答
者
数
１
６
２
７

人
の
う
ち
過
半
数
を
超
え
る
約
65
％

の
職
員
が
、
敷
地
内
全
面
禁
煙
に
賛

成
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
な
お
、
改
正
法
で
は
原
則
敷
地
内

禁
煙
と
す
る
も
の
の
、
屋
外
に
お
い

質
疑

答
弁

　
中
高
一
貫
併
設
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
！

つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
Ｔ
Ｘ
沿
線
の
児
童
生
徒
が

急
増
す
る
推
計
が
出
さ
れ
て
い
る
中
、

県
は
今
年
２
月
「
県
立
高
等
学
校
改

革
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
対

象
の
県
立
高
校
で
は
受
験
で
き
る
ク

ラ
ス
数
が
激
減
し
ま
す
。
こ
の
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
概
要
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
新
た
な
12
の
エ
リ
ア
区
分

の
設
置
や
中
高
一
貫
教
育
校
の
設
置

が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中

高
一
貫
教
育
校
に
つ
い
て
は
、
市
近

隣
で
は
、
令
和
２
年
に
竜
ヶ
崎
第
一
、

令
和
３
年
に
土
浦
第
一
、
令
和
４
年

に
水
海
道
第
一
、
下
妻
第
一
に
そ
れ

ぞ
れ
併
設
型
中
学
校
を
設
置
し
、
１

学
級
か
ら
２
学
級
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
高
校
の
学
級
数
を

減
ら
す
と
い
う
も
の
で
す
。
中
高
一

貫
教
育
校
設
置
の
狙
い
は
、
地
域
の

中
の
学
校
と
し
て
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、

地
域
の
学
び
を
ベ
ー
ス
に
世
界
に
飛

び
立
つ
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
と
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
内
の
保
護
者
か
ら
正
確

な
情
報
を
求
め
る
声
も
届
い
て
い
ま

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

す
。
今
後
、
学
校
関
係
者
や
保
護
者

に
は
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
予
定
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
今
後
も
県
と
連
携
を
強
化

し
、
保
護
者
や
生
徒
の
不
安
が
少
し

で
も
無
く
な
る
よ
う
、
や
れ
る
こ
と

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
説
明
に
つ
い
て
は
、
県
の

事
業
で
す
の
で
、
県
が
説
明
す
る
こ

と
が
基
本
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
県
に
対
し
、
市
の
児
童
生

徒
数
の
最
新
の
推
計
を
早
急
に
提
出

し
、
地
域
の
状
況
を
勘
案
し
、
こ
の

プ
ラ
ン
を
再
検
討
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
学
校
図
書
館
司
書
教
諭

補
助
員
の
配
置
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

北き
た
ぐ
ち口　
ひ
と
み　
議
員

要
望

要
望

以前の市役所喫煙所

竹園東小の太陽光発電
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市
の
未
来
構
想
に
お
け
る

小
貝
川
沿
岸
で
あ
る
西
部
地
区
は
、

観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
域
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
を
核
と

し
て
、
金
村
別
雷
神
社
な
ど
既
存
の

施
設
を
整
備
し
、
利
活
用
し
な
が
ら
、

賑
わ
い
の
あ
る
地
区
に
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
小
貝
川
を
利

用
し
た
船
下
り
遊
船
事
業
を
提
案
し

て
い
ま
す
が
、
地
域
の
観
光
振
興
の

現
状
と
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
地
域
振
興
は
、

公
共
施
設
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が

　
　
　
　
子
ど
も
の
自
発
的
な
「
遊

び
」
は
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
必

要
不
可
欠
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

今
は
、
塾
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
普
及

で
、
子
ど
も
達
は
外
で
遊
ば
な
い
た

め
、「
遊
び
」
は
危
機
的
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。「
遊
び
」
に
つ
い
て
教

育
大
綱
に
盛
り
込
む
考
え
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
教
育
大
綱
の
原
案
を
作
成

中
で
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
の
柱
に

遊
び
に
よ
る
非
認
知
能
力
を
獲
得
す

る
学
び
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
研
究
学
園
駅
周
辺
地
域
の

交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

様
か
ら
多
く
の
声
が
上
っ
て
い
ま
す
。

①
市
役
所
東
側
の
信
号
の
な
い
交
差

点
、②
駅
北
側
の
「
歩
車
共
存
道
路
」

へ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
平
成
22
年
度
か
ら
信
号

機
設
置
を
警
察
署
に
要
望
し
て
き
ま

し
た
が
、
当
該
交
差
点
の
近
距
離
に

信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
と
、
さ
ら
な

る
渋
滞
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
、
設
置
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
引
き
続
き
要
望
を
行
う
と
と

も
に
、
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
都
市

計
画
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
支

援
業
務
で
も
交
通
渋
滞
の
現
状
と
要

因
を
分
析
し
、
解
決
の
方
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
②
歩
行
者
通
行
空

間
の
路
面
の
塗
り
直
し
や
「
歩
行
者

に
注
意
」
の
看
板
を
設
置
し
、
安
全

対
策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
研
究
学
園
（
葛
城
地
区
）

へ
の
循
環
バ
ス
の
導
入
の
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
研
究
学
園
エ
リ
ア
区
会
連

絡
会
と
の
意
見
交
換
で
は
、
公
共
交

通
改
編
計
画
に
位
置
づ
け
る
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
、

再
度
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
、

ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
、
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的

な
バ
ス
の
運
転
手
不
足
の
動
向
も
注

視
し
、
バ
ス
事
業
者
と
連
絡
を
密
に

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
公
的
施
設
も
増
え
て
き
て

い
る
地
域
で
す
の
で
、
今
後
も
利
便

性
向
上
の
た
め
の
調
査
・
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
養
育
支
援
訪
問
事
業
・

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
導
入
、
糖
尿
病
重
症

化
予
防
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

の
周
知
、
成
人
式
の
運
営
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

多
か
っ
た
で
す
が
、
そ
う
い
う
時
代

は
終
わ
り
ま
し
た
。
重
要
な
こ
と
は
、

地
域
資
源
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か

で
す
。
現
在
進
め
て
い
る
各
地
区
の

勉
強
会
で
地
域
の
方
々
が
地
域
の
魅

力
を
考
え
、
発
信
し
て
い
く
努
力
こ

そ
が
本
当
の
地
域
振
興
だ
と
思
い
ま

す
。
我
々
は
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
小
貝
川
流
域
の
各
自
治

体
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、

上
郷
ジ
オ
サ
イ
ト
で
も
あ
る
川
口
公

園
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
船
下
り
遊
船
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
度
に
関
係
自
治
体

や
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
小
貝
川

流
域
水
面
利
用
協
議
会
に
加
盟
し
、

そ
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

な
ど
を
す
る
と
と
も
に
、
既
に
リ

バ
ー
ク
ル
ー
ズ
事
業
を
実
施
し
て
い

る
境
町
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
河
川
事
務
所
と
の
協
議
や
費

用
対
効
果
の
検
証
を
行
い
、
そ
の
方

向
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
の
建
設
行
政
と
し
て
、

認
定
市
道
の
本
数
と
総
延
長
に
つ
い
て
、

市
道
の
白
線
化
の
整
備
、
県
道
谷
田
部

赤
浜
線
お
よ
び
都
市
計
画
道
路
妻
木
金

田
線
の
整
備
促
進
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　
研
究
学
園
（
葛
城
地
区
）
の
交
通
対
策

　
市
の
西
部
地
区
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

　「
遊
び
」
を
取
り
入
れ
た
自
然
保
育
認
証
制
度

　
の
導
入
に
つ
い
て

や
り
抜
く
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
挑
戦

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
自
分
で
考

え
責
任
を
持
つ
と
か
、
そ
う
い
う
こ

と
を
含
め
て
創
造
的
な
学
び
を
得
ら

れ
る
も
の
が
遊
び
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
教
育
大
綱
の
中
で
も
文
言

の
精
査
を
し
な
が
ら
、
必
ず
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
自
然
体
験
を
多
く
取
り
入

れ
、
子
ど
も
の
自
発
的
な
「
遊
び
」

を
促
す
幼
児
教
育
・
保
育
を
独
自
に

支
援
す
る
自
然
保
育
認
証
制
度
を
設

け
る
自
治
体
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

市
で
も
こ
の
よ
う
な
自
然
保
育
認
証

制
度
の
導
入
に
向
け
、
調
査
・
検
討

す
る
考
え
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
自
然
保
育
認
証
制
度
の
調

査
な
ど
に
つ
い
て
は
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
開
始
後
の
施
設
の
利

用
状
況
や
推
移
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
す
で
に
制
度
の
導
入
実
績
の
あ

る
長
野
県
や
鳥
取
県
な
ど
の
事
例
を

調
査
し
な
が
ら
、
導
入
に
向
け
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

質
疑

質
疑

要
望

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

つ
く
ば
市
政
ク
ラ
ブ

須す
と
う藤

　
光み
つ
あ
き明

　
議
員

山や
ま
も
と本

　
美み

わ和
　
議
員

公
明
党

INFORMATION 　お知らせ

傍聴
　　市議会（本会議・委員会）は簡単な手続きで傍聴できます。
　ぜひ、つくば市議会議場（市役所６階）にお越しください。
　　なお、日程は変更になることもありますので、電話またはホー
　ムページでご確認ください。
　【問い合わせ】　
　議会事務局議会総務課
　℡ 029-883-1111
　　（内線 6110・6120・6130）
　ホームページ　https://www.city.tsukuba.lg.jp/shisei/shigikai/index.html
　　

議会中継・録画放映　
　　上記ホームページにアクセスし、「議会中継」をクリックして、

視聴してください。本会議（定例会・臨時会）の開催時間には生
中継をご覧いただけます。また、本会議開催日ごとに３日後（休
日を除く）から録画映像を視聴することができます。ぜひご覧く
ださい。※委員会の配信はございません。

 議会報編集委員
委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

長 塚 俊 宏
木 村 清 隆
山 中 真 弓
小森谷佐弥香
高 野 文 男
黒 田 健 祐
山 本 美 和
須 藤 光 明

つくば市議会モバイル

皆み
な
が
わ川

　
幸ゆ
き
え枝

　
議
員

自然の中での保育



7

第 158 号　令和元年（2019 年）11 月 1日行政視察

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
城
市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

の
市
で
の
取
り
組
み
状
況
や
市
内
の
農
業
法

人
で
実
施
さ
れ
て
い
る
実
証
内
容
に
つ
い
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
状
況
な
ど
は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

総　務文教福祉

市民経済都市建設

常任委員会
行政視察報告

　先進的な施策を調査研究し、市政への提言に
いかすため、各委員会が行政視察を行いました。

都城市

伊万里市

松本市文書館

三郷市

山口市 都農ワイン

期
日　
令
和
元
年
７
月
31
日
～
８
月
２
日

場
所　

新
潟
県
上
越
市
・
長
野
県
松
本

市
・
長
野
県
上
田
市

内
容
　
上
越
市
の
市
民
手
帳
お
よ
び
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
協
議
会

に
つ
い
て
の
研
修
で
は
、
市
民
手
帳
は

広
報
の
チ
ャ
ネ
ル
が
動
画
配
信
な
ど
の

傾
向
を
強
め
る
中
、
あ
え
て
手
帳
と
い

う
手
法
で
市
の
広
報
を
し
て
い
る
意
図

に
着
目
し
ま
し
た
。
説
明
を
伺
い
、
現

在
の
広
報
動
向
の
中
で
の
難
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
創
生
推
進
協
議
会
の
取
り
組

み
で
は
、「
オ
ー
ル
上
越
」
を
志
向
し
て

い
る
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
が
、
国

内
の
合
併
の
事
例
の
中
で
も
多
数
の
市

町
村
が
合
併
し
た
上
越
市
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
と
感
じ
ま
し
た
。

　

松
本
市
文
書
館
に
つ
い
て
の
研
修
で

は
、
昨
年
４
月
に
つ
く
ば
市
は
「
公
文

書
管
理
指
針
」
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
長
野
県
で
は
そ
も
そ
も
県
レ
ベ
ル

で
文
書
の
保
存
な
ど
に
対
す
る
位
置
づ
け

が
高
く
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
き
ち
ん

と
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
文
書
だ
け
で
な

く
、
広
く
民
間
か
ら
の
地
域
文
書
も
整
理

保
存
し
て
い
る
所
に
行
政
の
成
熟
度
と
い

う
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

上
田
市
の
指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

評
価
お
よ
び
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
の
研
修
で
は
、
指
定
管
理
者
を
導
入
し

て
い
る
公
共
施
設
が
つ
く
ば
市
の
10
倍
以

上
あ
る
な
ど
、
そ
の
数
に
驚
き
ま
し
た
。

で
あ
る
な
ら
ば
当
然
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価

制
度
を
導
入
し
な
け
れ
ば
、
適
切
な
管
理

は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
職

員
が
そ
の
施
設
運
営
業
務
に
あ
る
程
度
精

通
し
て
い
な
い
と
、
せ
っ
か
く
の
評
価
制

度
が
形
だ
け
の
も
の
に
な
る
リ
ス
ク
も
当

然
あ
り
、
指
定
管
理
と
い
う
「
成
果
に
よ

る
統
制
」
を
現
場
で
評
価
す
る
職
員
の
能

力
の
向
上
が
鍵
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

期
日　
令
和
元
年
７
月
23
日
～
７
月
25
日

場
所　
埼
玉
県
三
郷
市
・
山
口
県
山
口
市
・

山
口
県
萩
市

内
容
　
今
回
の
行
政
視
察
の
主
な
テ
ー
マ

は
区
画
整
理
事
業
と
地
域
振
興
プ
ラ
ン
と

公
共
交
通
に
つ
い
て
で
す
。

　

３
つ
の
自
治
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
特
有
の
事
情
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域

の
事
情
を
よ
く
把
握
し
た
上
で
、
最
善
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
Ａ
と
い
う
施
策
が
自
治
体
①

に
は
う
ま
く
機
能
す
る
が
、
自
治
体
②
に

は
、
施
策
Ａ
が
う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な

い
、
む
し
ろ
自
治
体
②
に
は
、
Ｂ
と
い
う

方
法
の
方
が
適
合
し
や
す
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
す
。
三
郷
市
、
萩
市
、
山
口
市

の
３
市
の
視
察
を
行
っ
て
、
行
政
施
策
の

比
較
、
検
討
、
環
境
お
よ
び
状
況
把
握
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
収
穫
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
く
ば
市
の
都
市
計

画
や
公
共
交
通
の
施
策
を
考
え
る
上
で
、

一
番
重
要
な
の
は
、
つ
く
ば
市
に
と
っ
て
最

善
お
よ
び
最
適
な
施
策
は
何
な
の
か
、
そ
の

た
め
の
状
況
把
握
や
市
民
要
望
ま
た
は
施
策

と
し
て
可
能
な
範
囲
は
ど
こ
ま
で
な
の
か
、

ま
ち
づ
く
り
の
変
化
に
対
応
で
き
る
も
の
な

の
か
、
今
後
も
執
行
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
委
員
一
同
、
そ
の
役
割
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

期
日　

令
和
元
年
７
月
30
日
～
８
月
１

日場
所　

千
葉
県
千
葉
市
・
大
分
県
大
分

市
・
佐
賀
県
伊
万
里
市

内
容　

学
校
に
代
わ
る
居
場
所
、
学
び

を
支
援
す
る
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
る

千
葉
市
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
の
研

修
で
は
、
引
き
こ
も
り
状
態
の
ご
家
庭

を
訪
問
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
は
取

り
組
む
べ
き
事
業
だ
と
思
い
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
を
孤
立
さ
せ
ず
、
子
ど
も

に
応
じ
た
多
様
な
支
援
が
あ
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
そ
の
子
ど
も
の
状
況
に

合
わ
せ
た
働
き
か
け
に
よ
り
家
以
外
の

居
場
所
が
で
き
た
り
、
学
習
を
保
障
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
事
例
も
出
て
い
ま

す
。

　

大
分
市
が
運
営
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
実
施
す
る
障
が
い
者
共
同
受

注
実
現
に
つ
い
て
の
研
修
で
は
、
複
数

の
障
が
い
者
施
設
法
人
が
協
議
会
を
作

り
受
け
皿
と
な
り
取
り
組
ん
で
お
り
、
双

方
の
取
り
組
み
が
あ
り
実
現
で
き
た
も
の

で
す
。
市
の
発
注
で
き
る
仕
事
を
見
つ
け
、

当
事
者
団
体
や
法
人
も
連
携
し
て
受
け
皿

を
作
り
、
市
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
関

係
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

伊
万
里
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
課
の
保

健
師
を
中
心
と
し
た
、
食
生
活
か
ら
慢
性

疾
患
に
至
ら
な
い
た
め
の
予
防
、
健
康
診

断
の
受
診
率
向
上
の
た
め
の
医
師
と
の
協

力
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
き
め

細
か
な
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
食
生
活

習
慣
か
ら
く
る
糖
尿
病
の
重
症
化
が
医
療

費
の
高
騰
に
つ
な
が
る
こ
と
を
課
題
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

市
独
自
の
継
続
的
な
個
人
へ
の
支
援
が

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

に
感
心
し
ま
し
た
。

期
日　
令
和
元
年
７
月
24
日
～
７
月
26
日

場
所　

宮
崎
県
綾あ
や
ち
ょ
う
町
・
宮
崎
県
都つ

の
ち
ょ
う

農
町
・

宮
崎
県
都
城
市

内
容　

今
回
の
行
政
視
察
は
、
農
業
関
係

を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

綾
町
で
は
、
条
例
に
よ
り
制
度
化
さ
れ

て
い
る
農
産
物
の
認
証
制
度
や
土
壌
検
査

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
、
今

後
の
つ
く
ば
市
の
農
業
の
可
能
性
な
ど
を

考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
新
規
就
農
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
農
機
具
の
貸
し
出
し
な

ど
参
考
に
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　
都
農
町
で
は
、
都
農
ワ
イ
ン
で
の
農
業
・

産
業
振
興
に
つ
い
て
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
設
立

ま
で
の
経
緯
や
そ
の
運
営
状
況
な
ど
の
説

明
の
ほ
か
、
醸
造
施
設
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
つ
く
ば
市
も
平
成
29
年
12
月
に「
つ

く
ば
ワ
イ
ン
・
フ
ル
ー
ツ
酒
特
区
」
の
認

定
を
受
け
、
市
内
で
も
、
つ
く
ば
市
産
ワ

イ
ン
づ
く
り
が
始
動
し
て
い
ま
す
の
で
、



8

第 158 号　令和元年（2019 年）11 月 1日 委員会審査

　
　
　
　
平
成
30
年
８
月
27
日
に
、
つ

く
ば
中
央
イ
ン
タ
ー
北
土
地
区
画
整
理

組
合
設
立
準
備
会
の
結
成
届
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
準
備
組
合
は
、
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
基
本
合
意
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
は
都

市
計
画
事
業
と
し
て
本
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
経
済
的
負

担
の
支
援
な
ど
多
々
課
題
が
あ
り
、
幅

広
く
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
趣

旨
採
択
に
と
ど
め
、
よ
り
実
効
性
の
高

い
制
度
と
し
て
進
め
て
行
く
方
が
良
い

と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
人
口
内
耳
に
つ
い
て
は
、
医

療
保
険
や
障
害
者
自
立
支
援
制
度
が
適

用
さ
れ
、
本
人
は
一
割
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
福
祉
制
度
に
よ
り
、

装
着
に
つ
い
て
は
無
料
で
で
き
る
場
合

が
多
い
で
す
が
、
一
方
で
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
つ
い
て
は
市
と
し
て
も
課
題
で
す
。

　
　
　
　
人
工
内
耳
の
装
着
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
　
学
校
教
育
研
究
支
援
に
要
す

る
経
費
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
教
育
推
進
事
業
の
概
要
に
つ
い

て

　
　
　
　
　
　
消
費
税
の
増
税
は
市
民

負
担
が
大
き
く
、
負
担
は
圧
縮
す
べ
き

と
考
え
、
反
対
し
ま
す
。

総　
務

　
　
　
　
改
正
の
内
容
に
つ
い
て

『
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に

係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
』

　
　
　
　
　
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
成
年
被
後
見
人
な
ど
は
、
制

度
ご
と
に
欠
格
事
項
な
ど
の
制
限
が
あ

り
ま
し
た
が
、
地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
よ
り
、
能
力
を
適
正
に
判
断
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
変
更
点
は
、

成
年
被
後
見
人
が
公
務
員
の
採
用
試
験

を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
在
職

中
に
成
年
被
後
見
人
と
な
っ
た
職
員
も

勤
務
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
す
。

　
　
　
　
ポ
ン
プ
場
等
包
括
的
維
持
管

理
業
務
委
託
の
変
更
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
聴
覚
障
害
の
方
に
対
す
る
市

の
対
応
に
つ
い
て

質
疑

答
弁
質
疑

　
　
　
　
今
年
の
12
月
に
契
約
、
そ
の

後
、
策
定
検
討
委
員
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
令
和
２
年
５
月
に

業
務
完
了
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
繰

越
し
を
す
る
も
の
で
す
。

答
弁

質
疑

文 

教 

福 

祉

市 

民 

経 

済

都 

市 

建 

設

　
　
　
　

国
か
ら
全
額
補
助
を
受
け
、

希
望
す
る
学
校
に
普
及
推
進
を
図
り
、

児
童
生
徒
が
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

を
継
続
す
る
資
質
や
能
力
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
、
並
木
小
、

葛
城
小
、
茎
崎
第
一
小
、
谷
田
部
東
中

の
４
校
が
希
望
し
、
す
べ
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

意
見

　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合

は
、
医
療
保
険
や
障
害
者
自
立
支
援
制

度
、
医
療
福
祉
制
度
な
ど
国
や
県
の
事

業
も
含
め
説
明
し
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

答
弁

『
令
和
元
年
度
つ
く
ば
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）』

　
　
　
　
　
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

答
弁

質
疑

　
　
　
　
つ
く
ば
中
央
イ
ン
タ
ー
北
土

地
区
画
整
理
に
要
す
る
経
費
の
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

『
令
和
元
年
度
つ
く
ば
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）』

　
　
　
　
　
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

『
つ
く
ば
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
繰
越
明
許
費
の
陸
上
競
技
場

整
備
基
本
構
想
策
定
支
援
業
務
委
託
料

の
繰
越
理
由
に
つ
い
て

質
疑

『
請
願
31
第
６
号　
「
市
内
の
聴
覚
障
害

児
へ
の
教
育
環
境
改
善
に
関
す
る
請
願

書
』　　

　
　
審
査
結
果
＝
趣
旨
採
択
と
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
社
会
保
障
充
実
の
た
め

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
し
ま
す
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

つくば市地酒等による乾杯の推進に関する条例
（案）に対するパブリックコメントの実施

～皆様からのご意見をお聞かせください～
　つくば市内にある２つの酒造で製造する日本酒が、平成 30 年度全国新
酒鑑評会において「金賞」を受賞しました。また、本市は、平成 29 年
12 月に内閣総理大臣から「つくばワイン・フルーツ酒特区」に認定され
ております。
　市内には、つくば国際会議場があり、毎年、大規模な講演会やシンポ
ジウムなどのコンベンションも数多く開催されていることから、『つくば
市』を PR する絶好の機会を、今後、最大限にいかしていけるよう、この
条例を制定し、「つくば市産の日本酒およびワイン（以下「地酒等」とい
う。）」での乾杯を推進することで、地酒等の普及促進を図り、もって市
内産業の活性化につなげていくとともに、来訪者に対するおもてなしに
もつながると考えているところです。
　つきましては、条例制定の参考にさせていただきたいと考えておりま
すので、市民の皆様のご意見をお寄せください。

●募集期間：令和元年 11 月１日（金）～ 11 月 22 日（金）
　　　　　　＊施設閉庁日を除く。

●資料の閲覧場所　議会事務局（市役所６階）
　　　　　　　　　情報コーナー（市役所１階）
　　　　　　　　　各窓口センター、各地域交流センター
　　　　　　　　　市議会ホームページ

●意見の提出方法　以下の方法により提出してください。
　　　　　　　　　直接持参（上記閲覧場所のうち市政情報コーナーを
　　　　　　　　　除く。）
　　　　　　　　　郵送又は FAX（所在地、FAX は表紙をご覧ください。）、
　　　　　　　　　電子メー ル（市議会ホームページ専用フォームから）
●結果の公表時期　令和元年 12 月頃に上記閲覧場所で公表します。詳細
　　　　　　　　　は市議会ホームページをご覧ください。

『
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）』　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
他
自
治
体
の
先
進
事
例
も
参

考
に
し
、
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
の

で
、
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
管
理
業
務
に
加
え
、
施
設
修

繕
、
植
栽
管
理
業
務
を
含
め
発
注
す
る

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
３
年
間
の
委
託
で

し
た
が
、
５
年
間
の
委
託
に
変
更
し
ま

す
。

「令和元年８月豪雨災害」、「令
和元年台風第 15 号千葉県災
害」および「令和元年台風第
15 号東京都」義援金を送り
ました！
　令和元年９月 27 日につくば市議会全議員
から、災害被害の救援事業を支援するため、
日本赤十字社を通して義援金を送りました。
　被災地域の一日も早い復旧と被災された
方々が一日も早く平常の生活に戻られるこ
とを心からお祈り申し上げます。

質
疑

意
見

『
令
和
元
年
度
つ
く
ば
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）』

　
　
　
　
　
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

の
対
象
者
に
つ
い
て

質
疑

　
　
　
　
２
０
１
６
年
４
月
２
日
か
ら

２
０
１
９
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
が
い
る
家
庭
の
世
帯
主
と
、

２
０
１
９
年
度
住
民
税
非
課
税
者
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

答
弁
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り
、
前
年
度
比
約
１
億
２
千
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
営
住
宅
使

用
料
は
、
約
２
億
２
千
万
円
で
、
平

成
25
年
度
か
ら
徴
収
業
務
の
一
部
を

外
部
委
託
と
し
収
納
率
を
向
上
さ
せ

た
結
果
、
前
年
度
比
約
７
７
６
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食

費
は
、
約
１
９
０
０
万
円
で
、
児
童

生
徒
数
が
増
加
す
る
中
、
学
校
と
協

力
し
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
比
約
71

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
の
未
済
額
は
翌
年
度
に
繰
り

越
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
納
付
の
お

願
い
や
相
談
な
ど
、
丁
寧
な
対
応
を

行
い
、
縮
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

賛
成
討
論　
　

保
育
士
等
処
遇
改
善

助
成
金
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
つ
く

ば
市
で
働
く
き
っ
か
け
や
意
欲
向
上

の
一
役
を
担
っ
て
い
る
点
、
子
ど
も

の
学
習
支
援
や
子
ど
も
食
堂
の
取
り

組
み
が
広
が
っ
て
い
る
点
、
中
学
校

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
教
育
環

境
が
改
善
が
さ
れ
た
点
な
ど
を
評
価

し
、
賛
成
し
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

　
　
　
　

  

▼
審
査
結
果
＝
認
定
す
べ
き

質
疑　
　

下
水
道
整
備
計
画
に
要
す

る
経
費
の
平
成
29
年
度
末
か
ら
平
成

30
年
度
末
ま
で
の
整
備
面
積
が
増
加

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
整
備
率

が
低
下
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

答
弁　
　

認
可
面
積
を
拡
大
し
た
た

め
、
事
業
計
画
面
積
が
増
加
し
た
結

果
、
整
備
率
と
し
て
は
低
下
し
て
い

ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

　
　
　
　

  

▼
審
査
結
果
＝
認
定
す
べ
き

　

反
対
討
論　
　

75
歳
以
上
の
高
齢
者

を
切
り
離
し
た
差
別
的
な
医
療
制
度

で
あ
り
、
医
療
費
の
か
か
ら
な
い
新

た
な
制
度
を
国
に
求
め
た
い
と
考
え

て
い
る
た
め
、
反
対
し
ま
す
。

　

賛
成
討
論　
　

被
保
険
者
が
年
々
増

加
す
る
中
、
必
要
な
財
源
や
適
正
な

医
療
を
確
保
し
、
高
齢
者
の
方
が
、

安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
安

定
し
た
制
度
の
運
営
が
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▼
審
査
結
果
＝
認
定
す
べ
き

　
　
　
　

ロ
ボ
ッ
ト
の
街
つ
く
ば
推

進
に
要
す
る
経
費
の
歩
行
者
用
信
号

情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
活
用
の
目
的

に
つ
い
て

答
弁　
　

将
来
、
自
動
運
転
ロ
ボ
ッ

ト
が
実
現
し
た
場
合
に
信
号
を
読
み

取
り
安
全
に
渡
れ
る
よ
う
情
報
を
正

確
に
発
信
す
る
装
置
が
必
要
と
な
り
、

そ
の
安
全
性
を
検
証
す
る
た
め
設
置

し
ま
し
た
。

質
疑　
　

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
道
路
路

面
診
断
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
の
成

果
に
つ
い
て

答
弁　
　

実
証
実
験
は
、
最
終
的
な

成
果
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
車
に
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
画

像
の
結
果
は
、
熟
練
し
た
職
員
が
普

段
点
検
し
て
い
る
も
の
と
同
程
度
の

精
度
が
あ
り
ま
す
。

質
疑　
　

公
務
災
害
な
ど
の
内
容
と

防
止
策
に
つ
い
て

答
弁　
　

平
成
29
年
度
の
公
務
災
害

な
ど
は
17
件
、
平
成
30
年
度
は
18
件

で
経
験
の
浅
い
方
や
50
代
、
60
代
の

方
に
多
く
、
打
撲
や
捻
挫
、
骨
折
が

多
い
傾
向
で
す
。
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
な
注
意
喚
起
や
産
業
医

の
職
場
巡
視
に
よ
る
結
果
を
も
と
に

衛
生
委
員
会
で
原
因
と
対
策
を
審
議

し
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

質
疑　
　

児
童
福
祉
費
負
担
金
の
収

入
未
済
額
８
８
７
２
万
６
６
６
８
円

の
経
過
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁　
　

収
入
未
済
額
は
保
育
料
の

未
納
分
で
、
滞
納
繰
越
分
と
現
年
度

分
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
滞
納
者
に

対
し
て
は
電
話
な
ど
で
の
催
促
や
納

付
方
法
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

こ
こ
３
年
ほ
ど
で
未
済
額
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
か
ら

児
童
手
当
か
ら
の
徴
収
も
行
っ
て
い

ま
す
。

質
疑　
　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
に
要
す
る
経
費
の
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
の
課
題
と
成
果
に
つ
い
て

答
弁　
　

課
題
と
し
て
は
、
対
象
を

学
区
で
限
定
し
て
い
た
た
め
、
す
べ

て
の
子
ど
も
に
支
援
が
届
か
な
か
っ

た
の
で
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
廃
止

し
て
い
ま
す
。
成
果
と
し
て
は
、
子

ど
も
や
保
護
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
満
足
度
が
高
く
、
継
続
し
て

通
う
子
ど
も
も
い
ま
す
。

質
疑　
　

地
区
相
談
に
要
す
る
経
費

の
相
談
内
訳
に
つ
い
て

答
弁　
　

道
路
や
街
灯
、
信
号
機
な

ど
の
建
設
部
門
、
ゴ
ミ
や
下
水
道
な

ど
生
活
部
門
、
合
わ
せ
て
７
割
強
が

生
活
に
密
着
し
た
相
談
と
な
っ
て
い

ま
す
。

質
疑　
　

収
入
未
済
額
の
状
況
に
つ

い
て

答
弁　
　

主
に
市
税
、
負
担
金
お
よ

び
使
用
料
な
ど
で
約
22
億
７
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
税
は
約
14
億

４
千
万
円
で
あ
り
、
一
斉
催
告
の
実

施
や
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
納
付
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁反

対
討
論

平
成
30
年
度
決
算
認
定

　

令
和
元
年
9
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
議
長
と
議
会
選
出
の
監
査

委
員
を
除
く
26
名
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
平
成
30
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
平

成
30
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
余
剰
お
よ
び
決
算
認
定
を
審
査

す
る
た
め
、
委
員
会
お
よ
び
各
常
任
委
員
会
で
の
分
科
会
を
開
催
し
ま

し
た
。決

算
特
別
委
員
会
審
査
概
要

《平成 30 年度一般会計決算》

歳入
880億

5,344万円

歳出
851億

3,243万円

　歳入は 880 億 5,344 万円 ( 前年度比 29 億 284 万円、3.2％減 )、歳出が 851 億 3,243 万円 ( 前年度比 9 億 9,183 万円、1.2％減 )。
　歳入は、市民税、固定資産税などの市税の増加により、453 億 944 万円となり、前年度比９億 5,613 万円の増となっています。国庫支出金は、
公立学校施設費国庫負担金などの減少により 120 億 1,229 万円、前年度比 29 億 1,865 万円の減となりました。地方交付税は、普通交付税
が合併特例期間の終了により減少しましたが、震災復興特別交付金の増により、全体で 29 億 5,596 万円、前年度比 2 億 6,913 万円の増と
なりました。
　歳出は、衛生費が、リサイクルセンター建設工事などの増により、107 億 9,768 万円となり、前年度比 35 億 8,628 万円の大幅な増とな
りました。教育費は、( 仮称 ) 新谷田部給食センター建設工事や ( 仮称 ) 香取台地区小学校用地取得費などの増はありましたが、秀峰筑波、
学園の森、みどりの学園義務教育学校建設工事の終了に伴い、前年度比 56 億 6,740 万円の大幅な減となりました。
　市債は、道路事業債、学校建設事業債など 51 億 575 万円発行しましたが、秀峰筑波、学園の森、みどりの学園義務教育学校建設事業債
の減により、前年度比 25 億 1,960 万円の大幅な減となりました。
　財政状況は、財政構造の弾力性を測定する指標である経常収支比率は、前年度より 1.5％上がり 93.3％となっています。
    財政健全化比率は、実質公債費比率が 6.3％、将来負担比率は 58.2％となりました。財政状況は健全と判断される数値となっています。

その他（諸支出金、商工費、議会費、労働費)

30億27万円
3.6％

38.1％

324億7,474万円

民生費

教育費

12.7％

107億9,768万円

土木費

12.3％

104億8,758万円

衛生費

12.0％

101億7,511万円

総務費
7.6％
64億5,802万円

公債費
7.1％

60億6,767万円

消防費
4.7％
40億2,238万円

農林水産業費
1.9％
16億4,898万円

453億944万円

51.5％

市税※

国庫支出金

120億1,229万円

13.6％

市債
5.8％

51億574万円

6.1％
各種交付金

53億7,070万円

その他(分担金・負担金、使用料及び手数料、繰入金、繰越金など)
13.1％

114億7,769万円

県支出金
5.5％
48億9,837万円

地方交付税
3.4％
29億5,596万円

1.0％
地方譲与税

9億2,325万円

賛
成
討
論

賛
成
討
論

固定資産税
個人市民税
法人市民税
都市計画税
市たばこ税
軽自動車税
入　 湯　 税

※市税の内訳
203億2,111万円
171億2,874万円
 41億9,986万円
 17億7,080万円
 14億2,519万円

4億5,386万円
988万円
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今
回
の
補
正
は
、（
仮

称
）
研
究
学
園
小
中
学
校
用
地
取
得
に

向
け
た
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
消
費
税
増
税
の
対
応
策
と
し
て
子

育
て
世
代
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

も
計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
税
の
８
％
か
ら

10
％
へ
の
増
税
は
、
市
民
生
活
を
脅
か

す
と
と
も
に
景
気
ま
で
台
無
し
に
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
昨
今
も
貧
富
の
格

差
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
偏
り

を
是
正
し
国
民
が
豊
か
に
な
っ
て
こ
そ
、

さ
ら
に
大
き
な
経
済
を
作
り
上
げ
ま
す
。

消
費
税
値
上
げ
に
よ
る
市
民
生
活
と
経

済
の
悪
化
を
問
題
と
し
て
、
反
対
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
税
は
国
の
基
幹

税
の
一
つ
で
あ
り
、
年
金
や
医
療
な
ど

社
会
保
障
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
一
部
は
地
方
の
財
源
と
し
て
地

域
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
少
子
高
齢
化
の
急
激
な
進
展
に
よ

り
、
社
会
保
障
の
増
大
に
よ
る
安
定
財

源
の
確
保
が
必
要
と
な
る
た
め
、
賛
成

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
改
正
は
、
消

費
税
増
税
に
伴
い
、
手
数
料
や
使
用
料

が
増
額
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
自
体
に
は
、
反
対
の
立
場

で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
実
問
題
と
し
て

増
税
に
よ
り
建
物
な
ど
の
光
熱
費
や
維

持
管
理
費
は
確
実
に
増
額
さ
れ
、
改
正

が
行
わ
れ
な
い
場
合
は
市
が
税
金
で
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
お
い

て
、
改
善
や
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
状
況

も
踏
ま
え
、
賛
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
19
人
以
下
の
施
設
に

お
い
て
連
携
施
設
の
確
保
を
不
要
と
し
、

自
園
調
理
の
猶
予
期
間
が
5
年
か
ら
10

年
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
は
子
育
て
環
境

の
後
退
と
考
え
、
反
対
し
ま
す
。

　
　
　
　
国
や
県
お
よ
び
周
辺
自
治
体

と
の
意
見
交
換
や
情
報
収
集
を
行
う
と

と
も
に
関
係
部
署
と
協
議
を
実
施
し
て

　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
令
が
改

正
さ
れ
、
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
の
事

業
者
に
と
っ
て
連
携
施
設
が
拡
大
さ
れ

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
本
条
例
も
国

に
準
じ
た
措
置
を
講
じ
る
た
め
の
改
正

で
あ
る
た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

『
令
和
元
年
度
つ
く
ば
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）』　　
原
案
可
決

　
　
　
　
竹
園
西
小
の
プ
ー
ル
改
修
事

業
の
概
要
に
つ
い
て

　
　
　
　
プ
ー
ル
槽
を
新
た
な
素
材
で

覆
う
カ
バ
ー
工
法
に
よ
り
改
修
し
、
あ

わ
せ
て
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
塗
装
を
行
う

も
の
で
す
。
校
舎
の
増
築
工
事
な
ど
も

あ
る
た
め
、
児
童
の
安
全
確
保
を
第
一

に
考
え
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し

た
と
こ
ろ
、
プ
ー
ル
改
修
工
事
に
は
約

５
カ
月
の
工
期
を
要
す
る
こ
と
か
ら
事

業
を
次
年
度
ま
で
繰
り
越
し
、
来
年
度

５
月
中
に
完
成
さ
せ
、
水
泳
の
授
業
に

間
に
合
わ
せ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
（
仮
称
）
研
究
学
園
小
中
学

校
の
学
校
規
模
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

が
20
学
級
程
度
、
中
学
校
が
10
学
級
程

度
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
体
育
館
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
の

エ
リ
ア
を
分
け
て
整
備
す
る
方
向
で
す

が
、
敷
地
の
有
効
利
用
の
観
点
も
踏
ま

え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
プ
ー
ル
施
設

に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）
香
取
台
地
区

小
学
校
や
他
校
と
の
共
同
利
用
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
仮
称
）
研
究
学
園
小
学
校

設
計
業
務
委
託
お
よ
び
（
仮
称
）
研
究

学
園
中
学
校
設
計
業
務
委
託
に
つ
い
て

小
中
学
校
併
設
型
と
聞
い
た
が
、
学
級

数
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

『
つ
く
ば
市
立
幼
稚
園
授
業
料
等
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
』　　
　
　
　
　

  　
　
　
原
案
可
決

　
　
　
　
議
案
と
し
て
提
出
す
る
ま
で

に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
、
関
係
者
と

の
協
議
、
意
見
交
換
や
説
明
に
つ
い
て

議  

案  

審  

議

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

令 和 元 年 9 月 定 例 会 議 案 等 議 決 結 果 一 覧
報　告　案　件

【報告第 17 号】　平成 30 年度つくば市一般会計継続費精算について
【報告第 18 号】　平成 30 年度つくば市下水道事業特別会計継続費精算について
【報告第 19 号】　平成 30 年度つくば市健全化判断比率及び資金不足比率について
【報告第 20 号】   公益財団法人つくば文化振興財団の経営状況を説明する書類について
【報告第 21 号】    一般財団法人つくば市国際交流協会の経営状況を説明する書類について
【報告第 22 号】    専決処分事項の報告について
【報告第 23 号】　専決処分事項の報告について
【報告第 24 号】　専決処分事項の報告について

案　件　名 議決結果

【認定第 １号】　 平成 30 年度つくば市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

【認定第 ２号】     平成 30 年度つくば市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
                                認定について 認　定

【認定第 ３号】　 平成 30 年度つくば市下水道事業特別会計歳入歳出決算認
　　　　　　　  定について 認　定

【認定第  4 号】　 平成 30 年度つくば市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
                                算認定について 認　定

【認定第 ５号】　 平成 30 年度つくば市作岡財産区特別会計歳入歳出決算認
                                定について 認　定

【認定第 ６号】　 平成 30 年度つくば市等公平委員会特別会計歳入歳出決算
                                認定について 認　定

【認定第 ７号】　 平成 30 年度つくば市介護保険事業特別会計歳入歳出決算
                                認定について 認　定

【議案第 59 号】　平成 30 年度つくば市水道事業会計未処分利益剰余金処分
　　　　　　　   及び決算認定について

原案可決
及び認定

【議案第 60 号】　令和元年度つくば市一般会計補正予算（第２号） 原案可決
【議案第 61 号】　令和元年度つくば市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第１号） 原案可決
【議案第 62 号】　令和元年度つくば市下水道事業特別会計補正予算 ( 第１号） 原案可決
【議案第 63 号】　令和元年度つくば市後期高齢者医療特別会計補正予算

　　　　　　　　( 第１号） 原案可決

【議案第 64 号】　令和元年度つくば市等公平委員会特別会計補正予算（第１号） 原案可決
【議案第 65 号】　令和元年度つくば市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
【議案第 66 号】　令和元年度つくば市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

案　件　名 議決結果
【議案第 67 号】　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行

  　　　　　　　に伴う関係条例の整備に関する条例について 原案可決

【議案第 68 号】　成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図る
　　　　　　　  ための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例
                                の整理に関する条例について

原案可決

【議案第 69 号】　つくば市下水道事業基金条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 70 号】　つくば市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
                                 定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 72 号】　つくば市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 73 号】　つくば市建築基準条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 74 号】　研究学園都市計画つくば市下水道事業受益者負担金条例の

　　　　　　　   一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 75 号】　つくば市下水道事業受益者分担金条例の一部を改正する条例
　　　　　　　   条例について 原案可決

【議案第 76 号】　つくば市立幼稚園授業料等徴収条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　   ついて 原案可決

【議案第 77 号】　つくば市水道事業設置等条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 78 号】　つくば市危険物規制事務手数料条例の一部を改正する条例に

                                 ついて 原案可決

【議案第 79 号】　つくば市行政財産使用料条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 80 号】　つくば市子育て総合支援センター条例の一部を改正する条例

                                 について 原案可決

【議案第 81 号】　つくば市健康増進施設いきいきプラザ条例の一部を改正する
                                 条例について 原案可決

【議案第 82 号】　つくば市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改
                                 正する条例について 原案可決

【議案第 83 号】　つくば市情報ネットワークセンター条例の一部を改正する条
　　　　　　　   例について 原案可決

【議案第 84 号】　つくば市地域交流センター条例の一部を改正する条例につい
　　　　　　　   て 原案可決

【議案第 85 号】　つくばイノベーションプラザ条例の一部を改正する条例につ
                                 いて 原案可決

【議案第 86 号】　つくば市立ノバホール条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 87 号】　つくばカピオ条例の一部を改正する条例について 原案可決

※議案第 71 号は市長からの申し出により撤回

　
　
　
　
令
和
元
年
10
月
か
ら
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
と
な
る
予
定
だ
が

条
文
で
、
預
か
り
保
育
料
が
１
日
に
つ

き
１
０
０
０
円
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て

質
疑

　
　
　
　
預
か
り
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

１
日
に
つ
き
１
０
０
０
円
を
徴
収
し
て

い
ま
す
。
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
い
、
預
か
り
保
育
の
必
要
性
の
認

定
を
受
け
た
保
護
者
に
対
し
、
１
日
に

つ
き
４
５
０
円
を
還
付
し
ま
す
が
、
保

護
者
か
ら
の
預
か
り
保
育
認
定
の
た
め

の
申
請
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

答
弁

『
つ
く
ば
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
』　　
　
　
　
　

  　

    

原
案
可
決

質
疑

『
つ
く
ば
市
家
庭
的
保
育
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

  

原
案
可
決

き
ま
し
た
。
臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
、

条
例
制
定
後
、
約
１
５
０
０
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
丁
寧
に
説
明
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
弁

『
つ
く
ば
市
危
険
物
規
制
事
務
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
』
な
ど
消
費
税
増
税
に
伴
う
条
例
改

正
の
議
案 

26
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

原
案
可
決

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論



議決結果・賛否

11

第 158 号　令和元年（2019 年）11 月 1日
案　件　名 議決結果

【議案第 88 号】　つくばウェルネスパーク条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 89 号】　つくば市市民ホール条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 90 号】　つくばセンター広場条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 91 号】　つくば市豊里ゆかりの森条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 92 号】　つくば市筑波ふれあいの里条例の一部を改正する条例につい

　　　　　　　   て 原案可決

【議案第 93 号】　つくば市茎崎こもれび六斗の森条例の一部を改正する条例に
                                 ついて 原案可決

【議案第 94 号】　つくば市斎場条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 95 号】　つくば市路外駐車場条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 96 号】　つくば市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 97 号】　つくば市都市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 98 号】　つくば市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 99 号】   つくば市市民研修センター条例の一部を改正する条例　
　　　　   　　について 原案可決

【議案第 100 号】つくば市ふれあいプラザ条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 101 号】つくば市視聴覚センター条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 102 号】つくば市体育施設条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 103 号】つくば市水道給水条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 104 号】つくば市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
　　　　    　　について 原案可決

【議案第 105 号】つくば市森林環境譲
じょうよ

与税基金条例について 原案可決

案　件　名 議決結果
【議案第 106 号】市道路線の認定について 原案可決
【議案第 107 号】工事請負契約の締結について 原案可決
【議案第 108 号】工事請負契約の変更について 原案可決
【議案第 109 号】財産の取得について 原案可決
【議案第 110 号】財産の取得について 原案可決
【議案第 111 号】財産の取得について 原案可決
【議案第 112 号】財産の取得について 原案可決
【議案第 113 号】財産の取得について 原案可決
【議案第 114 号】財産の取得について 原案可決
【議案第 115 号】つくば市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

                            　に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 116 号】つくば市監査委員の選任について 同　意
【諮問第３号】 　  人権擁護委員候補者の推薦について 適　任

請　　　願　 常任委員会 議決結果
【請願 31 第 5 号】教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の

　　　　　　　　 ための政府予算に係る意見書採択を求める請願 文教福祉  採　択

【請願 31 第 6 号】市内の聴覚障害児への教育環境改善に関する請願
　　　　　　　　 書 文教福祉 趣旨採択

意 見 書 議決結果
【意見書案第４号】教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見

　　　　　　　　  書 原案可決

【意見書案第５号】つくば市児童生徒数急増に対する県立高校の進学先確保を
                                     求める意見書 原案可決

【意見書案第６号】つくば警察署（仮称）へのアクセス確保を求める意見書 原案可決

令和元年９月定例会議員賛否一覧（議案などに対して賛否の分かれたものを、議員からの申し出に基づき掲載しています。）

議案等番号

自民つくばクラブ・新しい風 つくば市政クラブ つくば・
市民ネットワーク 日本共産党 公明党 つくば

政清会 山 新 創

長
塚
　
俊
宏

黒
田
　
健
祐

神
谷
　
大
蔵
　
議
長

小
久
保
　
貴
史

五
頭
　
泰
誠

ヘ
イ
ズ 

　
ジ
ョ
ン

久
保
谷
　
孝
夫

塚
本
　
洋
二

大
久
保
　
勝
弘

髙
野
　
進

柳
沢
　
逸
夫

須
藤
　
光
明

鈴
木
　
富
士
雄

小
森
谷

佐
弥
香

皆
川
　
幸
枝

宇
野
　
信
子

北
口
　
ひ
と
み

山
中
　
真
弓

橋
本
　
佳
子

滝
口
　
隆
一

山
本
　
美
和

浜
中
　
勝
美

小
野
　
泰
宏

木
村
　
清
隆

木
村
　
修
寿

塩
田
　
尚
　

金
子
　
和
雄

高
野
　
文
男

認定第 4 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第 7 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 67 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 70 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 78 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 79 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 80 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 81 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 82 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 83 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 84 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 85 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 86 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 87 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 88 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 89 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 90 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 91 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ × ○
議案第 92 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 93 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 94 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 95 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 96 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 97 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 98 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 99 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第 100 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 101 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 102 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 103 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 104 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議案第 115 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 116 号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

 　　※ 「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席。※議長は、可否同数の場合または特別多数議決の場合以外は表決に加わりません。
　 ※会派名（五十音順）　　山＝山中八策の会　新＝新社会党　創＝創生クラブはがくれ　
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PICK
UP

文 

教 

福 

祉 

委 

員 

会 

紹 

介

待
機
児
童
対
策
や
保
育
士
不
足
に
つ
い
て

民
間
保
育
施
設
団
体
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
懇
談

◆
委
員
長
あ
い
さ
つ

　

文
教
福
祉
委
員
会
は
、
保
健
福
祉
部
・
こ
ど
も
部
・
教
育
局
の
市
民
の
健

康
や
暮
ら
し
に
関
わ
る
こ
と
、
子
育
て
か
ら
教
育
に
至
る
支
援
や
環
境
整

備
な
ど
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
項
の
審
査
や
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
や
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
3
つ
の
特
別

会
計
を
所
管
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
文
教
福
祉
委
員
会
は
、
つ
く
ば
市
が
目
指
す
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
常
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
団
体
の
皆
さ

ん
と
の
懇
談
や
担
当
部
署
と
の
勉
強
会
を
行
い
政
策
に
生
か
す
活
動
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
教
福
祉
委
員
長　
　
　
橋
本　
佳
子

か
け
は
し
ね
っ
と
（
医
療
的
ケ
ア
児
の
家
族

会
）
の
親
御
さ
ん
と
懇
談

次回「第 159 号」は令和 2 年（2020 年）1 月１日（火）に発行の予定です。
※配布予定期間　1 月 4 日～ 7 日

木
村　
清
隆　
委
員

北
口　
ひ
と
み　
委
員

長
塚　
俊
宏　
副
委
員
長

橋
本　
佳
子　
委
員
長

金
子　
和
雄　
委
員

山
本　
美
和　
委
員

須
藤　
光
明　
委
員

文 教 福 祉 委 員 会 委 員

PICK
UP

　

保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の
集
団
保

育
を
認
め
て
ほ
し
い
、
医
療
的
ケ
ア

児
や
家
族
の
た
め
の
支
援
セ
ン
タ
ー

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
で
き
る
場
所

を
作
っ
て
ほ
し
い
な
ど
、
切
実
な
願

い
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
団
体
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
災
害
時

の
電
源
喪
失
で
、
命
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
発
電
装

置
購
入
費
の
補
助
が
実
現
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
が
進
め
る
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
担
当
部
へ
の
聞
き
取
り
な
ど

調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

待
機
児
童
対
策
は
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
民
間
保
育

施
設
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
児
童
の
受
け
入
れ

体
制
は
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。
民
間
保
育
施
設
の
代
表

者
の
皆
さ
ん
と
懇
談
を
す
る
中
で
、
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が
ら
ず
、
労
働
条
件
の
低
さ
か
ら

資
格
が
あ
っ
て
も
選
ば
な
い
、
選
ん
で
も
よ
り
賃
金
の
高
い
東
京

な
ど
他
県
に
流
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
切
実
な
声
が
あ
り
ま
し
た
。

市
と
市
議
会
は
こ
の
意
見
を
受
け
検
討
し
た
結
果
、
つ
く
ば
市
保

育
士
等
処
遇
改
善
助
成
金
と
し
て
保
育
士
に
月
額
３
万
円
の
助
成

金
の
支
給
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
団
体
の
皆
さ
ん
と
懇
談
を
し
、
検
証
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
、
文
教
福
祉
委
員
会
で
は
、
聴
覚
障
害
で
人
工

内
耳
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
や
、
中
高
一
貫
校
に
つ
い
て
の

調
査
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2018 年 8 月 22 日

2018 年 9 月 19 日


